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１　はじめに
高等学校学習指導要領の改訂（平成 2 年３月告示）に
より平成 25年度から高等学校における英語の授業は以下
に示すように基本的には英語で行われることとなった。
（１）第８節　外国語
第３款　英語に関する各科目に共通する内容等
４　英語に関する各科目については、その特質にか
んがみ、生徒が英語に触れる機会を充実すると
ともに、授業を実際のコミュニケーションの場
面とするため、授業は英語で行うことを基本と
する。その際、生徒の理解の程度に応じた英語
を用いるよう十分配慮するものとする。
（『高等学校学習指導要領』2009,	p.	92）
文部科学省初等中等教育局国際教育課外国語教育推進
「パワーポイントを用いた英語による英語授業」に対する学習者の反応
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In my English classes for the first and second year students at Fukui National College of Technology, 
I’ve taught in English with a power point presentation for the last three years. In the survey conducted 
in May & July of 2012, most of the responding students gave positive feedback on my teaching style 
and technique, which leads to the expectation that they would get good scores on English tests. 
However, their actual test results were not as good as expected. This discrepancy suggests that those 
who are satisfied with their classes do not always achieve well in tests and vice versa. It is concluded 
that learner autonomy plays an important role in language learning and that teachers should help 
students develop their learner autonomy.
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室は教員の指導力の向上及び新学習指導要領の円滑な実
施を図るために、平成 22年度に「新学習指導要領に対応
した外国語活動及び外国語科の授業実践事例映像資料（高
等学校版）１・２」を作成・配布した。平成 24年６月に
は「高等学校版　新学習指導要領に対応した外国語活動及
び外国語科の授業実践事例映像資料３」を新たに作成し、
配布した。「映像資料３」に収録されている内容は以下の
とおりである（「単元の目標」および「本時の目標」に関
しては、文部科学省のホームページに公開されている各授
業の学習指導案より引用した）。
（２）DISK１
山形県立楯岡高等学校　普通科
対象学年：第１学年
科　　目：英語Ⅰ
授 業 者：柴田　まり　教諭
○単元の目標
＊一般科目教室（人文・社会科学系）
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芸術家として自分の作品を通して世界平和を訴えてい
るオノ・ヨ―コを扱った教材を用い、世界で活躍する日
本人に関心を持つとともに、「オーラル・コミュニケー
ションⅠ」で学習したプレゼンテーションの方法を活か
しながら、「世界の人々から尊敬される日本人」につい
て自分の考えをまとめ，発表できるようになる。
○本時の目標
ア　単元で扱われている内容に関心を持つとともに、ペ
ア・ワークやグループ・ワーク、プレゼンテーション
活動に積極的に取り組む。
イ　デリバリーを意識しながら、自分の意見をその理由
とともに主張したり、他生徒の発表内容に対して感想
や意見を述べたりする。
ウ　他生徒の発表を聞いて内容を理解するとともに、こ
れから学習する単元の概要を理解する。
エ　感想や意見を述べる際に必要となる表現（I	 think	
that	…	because	…など）の使い方を理解する。
茨城県立竹園高等学校　普通科
対象学年：第２学年
科　　目：英語Ⅱ
授 業 者：植木　明美　教諭
○単元の目標
ミステリアスな名画として知られる「モナ･リザ」に関
する英文を用い、本文中の表現を使って要約文を作成す
るとともに、本文の内容に関する対話形式のロール・プ
レイができるようになる。また、今後導入するディベー
ト活動に必要なスキルを伸ばす。
○本時の目標及
ア　ペア・ワークやグループ・ワークに積極的に参加し、
相手の意見を尊重しながら自分の意見を主張する。
イ　本文中の表現を利用しながら、自分の言葉で本文の
要旨を口頭で伝える。
ウ　相手の意見に対して適切な根拠をもって反論する
とともに、相手の発言の不明確な部分については質問
をして確認する。
エ　本文の内容を的確に理解するとともに、相手の主張
を聞いて要点をメモにまとめる。
オ　賛成や反対の意見とその根拠を提示する際の表現
やマナーを理解する。
DISK２
群馬県立中央中等教育学校　普通科
対象学年：第 5学年
科　　目：英語Ⅱ
授 業 者：津久井　貴之　教諭
○単元の目標
スティーブ・ジョブズのスタンフォード大学におけるス
ピーチ（Stanford	University's	4th	Commencement	
on	June	2,	2005）、本人の生い立ちや経歴を様々な英
文資料や映像を通して理解するとともに、次年度に最上
級生となる生徒一人一人が、自分の進路選択や日々の生
活と照らし合わせて共感したり考えさせられたりした
ことを英語で伝え合うことができるようになる。
○本時の目標
ア　感想や自分の考えなどを、相手が理解しやすいよう
に工夫しながら話す。
イ　既習の言語材料を用い、教材内容を紹介したり感想
を伝えたりするとともに、自分の進路選択や学校生活
について考えていることを伝える。
ウ　他生徒の発表を聞いて正しく理解し、感想を伝え
る。
エ　既習の言語材料に関する用法や語法を理解する。
千葉県立長生高等学校　理数科
対象学年：第２学年
科　　目：Super	Science	Communication	Ⅱ
　　　　　（学校設定科目）
授 業 者：三上　正弘　教諭
○単元の目標
「物体への力の働きのバランスと物体の動きとの関係」
について、英文で書かれた理論や情報を理解し、トピッ
クに関係した問題や課題をペアやグループ検討した上
で解答する。また、このトピックに関するリサーチや研
究の結果を発表する。
○本時の目標
ア　ペア・ワークやグループ・ワークにおいて、英文を
読んで得た情報や自分の考えを積極的にまとめ、話し
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たり書いたりする。
イ　英文を読んで得た情報の概要や要点を整理して、相
手にわかりやすく説明する。
ウ　トピックに関係した科学リサーチの結果をプレゼ
ンテーションする。
エ　英文で書かれた資料を読み、基礎的な用語や理論な
どを理解する。
オ　相手の説明やプレゼンテーションを聞いて、メモを
取ったり質問したりする。
カ　科学研究発表の形式やプレゼンテーションソフト
を用いた資料作成の方法を理解するとともに、プレゼ
ンテーションの方法を習得する。
DISK３
岐阜県立東濃実業高等学校　生活文化科
対象学年：第３学年
科　　目：英語Ⅱ
授 業 者：亀谷　みゆき　教諭
○単元の目標
黒人の差別撤廃のために多大な貢献を果たしたローザ・
パークスやキング牧師の行動や人権に対する考え方を
扱った本文を応用して、読み取った内容に対する自分自
身の考えを、学習した語句や表現を積極的に活用しなが
ら相手に伝えることができるようになる。
○本時の目標
ア　ペア・ワークやグループ・ワークに積極的に参加し、
相手の考えなどを聞いたり自分の考えなどを主体的
に話したりする。
イ　聞いたり読んだりした内容について、その概要や自
分の考えを相手に伝える。
ウ　登場人物の言動やその言動の理由などを捉えるこ
とを通じ、本文の概要や要点を理解する。
エ　聞いたり読んだりした内容について、賛否や簡単な
感想を述べるための表現を理解する。
実際にすべての授業を視聴したが、指導教員は生徒が本
時の目標を達成できるように生徒の理解に応じた英語を
用いて指示・激励を行い、生徒は見事な英語を用いてス
ピーチ、プレゼンテーション、ディスカッションを行って
おり、生徒の英語力には目を見張るものがあった。
本稿の著者は、７年前より英語Ⅰおよび英語Ⅱを担当す
る際には英語による授業を行っており、３年前からはパ
ワーポイント（による提示）を併用する形で英語による授
業を行っている。授業内容は教科書本文の読解が中心であ
り、現在のところ、「映像資料３」収録の授業において見
られるようなスピーチやディスカッション等の言語活動
は取り入れておらず、授業におけるコミュニケーション活
動は十分とは言えない。しかし、授業に関する意識調査の
結果を見ると、英語による授業が学生の言語活動への取り
組み姿勢や授業中の活動に少なからず好影響を与えてお
り、コミュニケーション活動移行への下地作りには貢献し
ているものと判断される。ただ、意識調査の結果から予想
される学生の英語力（試験の得点分布）と定期試験の得点
分布との間に大きなズレが見られることから、学習意欲を
英語力の向上に結びつけるための指導が必要であるよう
に思われる。
本稿の構成は以下のとおりである。２節では、授業例を
示す。３節では、意識調査の結果を示す。４節では、意識
調査の結果から予測される学生の英語力と定期試験の得
点分布との間に大きなズレがあることを確認し、学習意欲
を英語力の向上に結びつけるための方策を提案する。５節
はまとめである。
２　授業例
本節では、まず、学習指導案（資料１）を示し、実際の
授業ではどのような点に留意して授業を行ったかを説明
する。
資料１
「英語Ⅱ」学習指導案
１　日　時
　　平成 24年７月６日（金）第５限（3：20～4：0）
２　学　級
　　電子情報工学科　第２学年（42名）
３　学級観
工学系クラスで男子 36名、女子６名で構成され
ている。学生によって英語の習熟度に差がある
「パワーポイントを用いた英語による英語授業」に対する学習者の反応
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が、授業中の活動などにはしっかりと取り組んで
いる。
４　教　材
　　教科書　PRO-VISION	English	Course	II
（桐原書店）　　　
　　Lesson ４　The	World	of	Moomintroll
５　単元の目標
「ムーミン」の名前で愛され続けているキャラク
ターであるMoomintroll の誕生秘話や童話「ムー
ミンシリーズ」の魅力について書かれた英文を読
んでその内容を理解できる。①what などの疑問
詞+	do	you	think ～？	②分詞構文（過去分詞で
始まる分詞構文）③さまざまな動名詞（受け身、
否定、意味上の主語）の用法について理解できる。
６　指導計画
　　・本文の内容理解をパート毎に行う。
　　　（配当時間４時間　本時３時間目）
・要約等の活動を通じてレッスン全体の内容理解
を深める。（配当時間１時間）
・単元で扱われている文法事項を復習し、実際に
使えるように練習する。（配当時間１時間）
７　本時の目標
ア　Ｑ＆Ａを通して本文の内容を理解する。
イ　本文に用いられている文法、語法、文構造を
理解する。
ウ　本文の英語を正しく発音する。
８　本時の展開
１．	Warm-up（３min.）
・	挨拶
・	Small	Talk（前日に見たテレビ番組の内
容について）
２．	Vocabulary	Check（５min.）
・	宿題（新出語句の意味調べ）の自己チェッ
ク
・	新出語句の発音練習
　　３．Explanation	of	the	Text（20min.）
・	本文中の語彙
・	文法事項
・	文構造等の説明
　　４．Comprehension	Check（７min.）
・	英問英答
・	要約文の穴埋め
　　５．Reading	Aloud（８min.）
・	一斉読み
・	ペア読み（１文ずつ交代で）
　　６．Consolidation（５min.）
・	「次の一語は何？」ゲーム
　　７．Wrap-up（２min.）
・	次回の予告
・	挨拶
学生には、事前に予習プリント（資料２、資料３）を配
布し、新出語句の意味調べと本文の日本語訳の書き込みを
宿題として課している。
資料２
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授業では、教室に常設されているプロジェクタ及びスク
リーンを用いて Power	 Point（資料４～資料 0）による
教材の提示を行った。Vocabulary	Check では、資料４・
資料５をスクリーンに投影し、宿題（新出語句の意味調べ）
の自己チェックをさせた後に、CDの後に続けて１回、授
業者の発音に続けてさらにもう１回、都合２回の発音練習
をさせた。発音練習の際には、アクセントの位置や発音の
コツ等に言及しながら正しい発音で発音練習ができるよ
うに留意した。
Explanation	of	 the	Text は資料６～資料９を提示しな
がら行った。関係詞や過去分詞を用いた修飾・被修飾構造
が見られる箇所は色や括弧の種類（修飾部－青色、被修飾
部－赤色、関係詞節－ [　]、過去分詞句－ {　}）を変えて
提示することで、学習者が文構造を視覚的に把握できるよ
う工夫した。例えば、資料６における該当箇所は以下の英
文を用いて説明を行なった。
（３）Everyone,	 look	 at	 the	 screen.	You	 can	 see	 a	
red	 part	 and	 a	 blue	 part	 on	 the	 screen.	The	
underlined	 red	 part	 is	modified	 by	 the	 blue	
part.	 In	 this	 case,	 the	word“filled”is	 the	 past	
participle	 form	 of“fill”,	 not	 the	 simple	 past	
form.	The	past	participle	form	is	typically	used	
in	 passive	 voice,	 so	 you	 can	 paraphrase	 the	
expression“a	 land	 filled	with	 ~”as“a	 land	
WHICH	IS	filled	with	~.”
文法事項も英語で説明しているが、口頭による説明だけ
では理解が困難であると思われるので、日本語による説明
を書き加えている。また、本文の日本語訳を併記している
が、これは、本文を日本語に訳せという宿題を課している
からであり、学生は自分がやってきた日本語訳とスクリー
ン上の日本語訳を見比べて逐次、チェックを行っている。
したがって、日本語訳を詳しく説明することはほとんどな
いが、英文に物主構文（無生物主語構文）が用いられてい
る場合には、日本語訳と比較することで日本語では有生物
を主語にした訳の方が自然な日本語になることを示し、英
「パワーポイントを用いた英語による英語授業」に対する学習者の反応
資料５
資料４
資料３
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Comprehension	Check では、本文に関するＱ＆Ａ（英
問英答）を個人指名で行った後に、資料 0をスクリーン
に提示し、穴埋め問題形式による要約活動を行わせた（答
えをノート等に書かせた後に正解を発表した）。
Reading	Aloud では、まず、CDに続けてクラス全員で
本文の音読を行った後に、一文ずつ交代で本文を読み合う
ペア読みを行わせた。ペア読みの時には、机間巡視を行い、
間違った発音をしている場合には、正しい発音ができるよ
うアドバイスをした。
Consolidation では、「次の１語は何？」（Guess	 the	
next	word.）というゲームを用いて、本時の学習内容の
定着を図った。ゲームを始めるにあたり、次のような指示
を行なった。
（４）Now,	it’s	time	for	a	game.	Put	your	things	away	
and	stand	up	please.	From	now	on,	I’ll	read	the	
text	aloud.	I’ll	stop	reading	suddenly.	Guess	the	
next	word.	 Raise	 your	 hand	 if	 you	 know	 the	
answer.	When	your	name	is	called,	you	can	say	
the	 answer.	 If	 it	 is	 correct,	 you	 can	 sit	 down.	
Are	you	ready?	Let’s	start.
３　意識調査
電子情報工学科２年の学生 42名を対象とした「英語に
よる授業に対する意識調査（記名式）」を５月 23 日（１
名欠席）と７月 20日（欠席者なし）に実施した。意識調
資料10
資料７
資料８
資料９
資料６
語の発想、日本語の発想に基づく「英語らしい表現」、「日本
語らしい表現」があることに気づかせる指導を行っている。
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査を２度にわたって実施したのは、英語による授業を受け
続けることによってどのように学習者の意識が変化する
か（あるいは変化しないか）を調査したかったからであり、
表３、表６、表９にその変化の様子を示している（↑はプ
ラスの変化、＝は変化なし、↓はマイナスの変化を表して
おり、例えば、（５）の場合は、第１回と第２回の組み合
わせが（エ･ア）（エ･イ）（ウ･ア）（ウ･イ）（イ･ア）のいず
れかであれば、↑に分類され、（ア・オ）（イ・オ）（ア･エ）
（イ･エ）（ウ･オ）（ウ･エ）（ア・イ）のいずれかであれば、
↓に分類されることになる。第 回と第 2回で同じ記号
の場合には当然＝に分類されるが、２回目にウを選んでい
る場合には、１回目にア～オのいずれを選択していても＝
に分類される）。
（５）英語Ⅱ（All	 in	English）の授業を受けていること
で、以下の４つの活動について自分の取り組みの姿
勢はどう変化していますか。
①英語を聞くことについて
②英語を読むことについて
③英語を書くことについて
④英語を話すことについて
ア．非常に積極的になっている
イ．まあまあ積極的になっている
ウ．変化なし
エ．やや消極的になっている
オ．消極的になっている
表３を見ると、③を除いて、約 2割の学生がプラスの
変化（↑）を示しているが、これはおそらく授業者が英語
で授業を行なっていること（英語をしっかり聞いて英語で
応答しないといけないという気持ち）と予習で本文の日本
語訳が課されていること（予習をしないと授業についてい
けないという気持ち）が関わっていると考えられる。
（６）英語Ⅱの授業を受けていることで、以下の項目につ
いて、自分の英語の力が向上していると思います
か。
①まとまった英文を聴いて大まかな内容を理解する力
②まとまった英文を読んで大まかな要旨を把握する力
③英文の構造を正確に理解する力
④英語の語彙力
⑤英語を正確に発音する力
⑥英語でコミュニケーションを図る力
ア．向上している
イ．いくらか向上している
ウ．あまり向上していない
エ．向上していない
オ．どちらとも言えない
表１：第１回調査結果
① ② ③ ④
ア 3 3 4 0
イ 26 24 7 7
ウ  3 8 2
エ   2 3
オ 0 0 0 0
表２：第２回調査結果
① ② ③ ④
ア 5 3 0 3
イ 8 8 4 6
ウ 9 20 26 2
エ 0  2 
オ 0 0 0 
表３：意識変化
① ② ③ ④
↑ 8 8 3 9
＝ 30 3 35 30
↓ 3 2 3 2
表４：第１回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 3 6  5 0 0
イ 8 7 6 4 6 7
ウ 5 5 9 7 7 5
エ 2  2 2 5 4
オ 3 2 3 3 3 5
表５：第２回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 6 5 3  2 4
イ 8 27 2 2 3 5
ウ 5 7 4 5 2 5
エ 0  2 2 4 5
オ 3 2 2 3 2 3
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第１回調査に較べて第２回調査では、「英語を正確に発
音する力」を除いて、いずれの項目でも英語力の向上を感
じている回答者の割合が増えている。特に、英文内容把握
能力に向上を感じている回答者の増加が顕著であり、これ
は、宿題に本文の日本語訳を課していることの効果の表
れと見ることができる。一方、「英語を正確に発音する力」
に向上を感じている回答者が少ないのは、個別指導が不足
していることに起因しているものと考えられる。
（７）英語Ⅱの授業中の個々の活動について質問します。
①リスニングの学習には意欲的に取り組めていま
すか
②新出語句等の発音練習には意欲的に取り組めて
いますか
③英語でのＱ＆Ａには意欲的に取り組めていますか
④Grammatical	 points を中心とした文構造を理解
する学習には意欲的に取り組めていますか
⑤ Summary 等の本文の要旨を把握する活動には
意欲的に取り組めていますか
⑥音読活動には意欲的に取り組めていますか
ア．取り組めている
イ．まあまあ取り組めている
ウ．あまり取り組めていない
エ．取り組めていない
第１回調査では全項目で学習者の７割以上が意欲的な
取り組みをしていると回答しているが、第２回調査では
「新出語句等の練習」、「英語でＱ＆Ａ」、「本文の要旨を把
握する活動」にやや意欲の低下が見られる。興味深いのは、
「本文の要旨を把握する力」が向上していると感じている
学習者が増加している（表 6を参照のこと）反面、「本文
の要旨を把握する活動」に意欲の低下を示す学習者の割合
が増えていることである（表 9参照のこと）。授業では空
所補充型の要約活動を行なっているが、時間の関係上、正
解は授業者から一括提示して学習者に答えさせていない
ために、真剣に取り組まなくても叱られないだろうという
気持ちが生じやすく、そうした気持ちが活動への取り組み
意欲を減退させているのではないかと推察される。
（８）英語Ⅱの授業全体を振り返って
①授業形態（All	in	English,	Power	Point の使用、授
業の進め方等）は自分に合っていると思いますか。
ア．合っている
イ．まあまあ合っている
ウ．あまり合っていない
エ．合っていない
②授業の難易度は自分に合っていると思いますか
ア．易しい
イ．やや易しい
ウ．ちょうどいい
エ．やや難しい
オ．難しい
表６：意識変化
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
↑  6   9 
＝ 26 2 22 20 2 24
↓ 4 4 8 0  6
表７：第１回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 9 4 4 2 2 4
イ 2 29 29 28 26 25
ウ 0  7 9 2 2
エ  2  2  0
表８：第２回調査結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
ア 9 2 6 7 2 4
イ 22 26 25 24 24 27
ウ 9 2 0 0 5 0
エ 2 2    
表10：調査結果
ア イ ウ エ
第１回 9 28 4 0
第２回 0 30 2 0
表11：調査結果
ア イ ウ エ オ
第１回  3 25  
第２回 3 5 28 6 0
表９：意識変化
① ② ③ ④ ⑤ ⑥
↑ 2 9 7 9 5 6
＝ 9 23 27 27 27 28
↓ 0 9 7 5 9 7
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③授業のスピードは自分に合っていると思いますか
ア．速い
イ．やや速い
ウ．ちょうどいい
エ．やや遅い
オ．遅い
授業形態に関しては学習者の９割以上が「自分に合って
いる」と回答しており、授業の難易度も第１回調査では学
習者の３割が「やや難しい」・「難しい」と回答しているも
のの、第２回調査ではその割合が半減している。ただ、授
業のスピード（進度）に関しては、学習者の半数近くが「速
い」・「やや速い」と回答している。１年間で教科書の全課
をやり終える年間計画を立てているため、１回の授業（50
分）で１パートを消化するペースで授業を行なっており、
そのことが多くの学習者に授業進度が速いと感じさせる
結果につながっていると思われる。
自由記述では以下の意見が出された。
（９）【自由記述】
○英語Ⅱの授業のどんな点が良いと思いますか。
第１回
　・いろんな場面で発音練習ができるところ
　・楽しく授業を受けられる（５人）
　・パワーポイントでの解説が分かりやすい
　・リスニングの練習になる
　・英文の日本語訳をパワーポイントで表示してくれると
ころ
　・予習をさせるところ（３人）
　・パワーポイントで授業をしているので見やすい
　・予習では文章を読んで訳すことに集中でき、授業で文
法の学習ができるところ
　・日本語訳が示されるので話の内容が分かりやすい
　・歌などを用いて英語をより深く学べる（５人）
　・耳が英語に慣れていく（２人）
　・英語で説明してくれる点
　・聞き取りの力が上がる（２人）
　・予習プリントがある
　・英語に対する抵抗が少し減る
　・英語の音楽を聴いて発音や単語の聞き取りをするとこ
ろ
第２回
　・英文に色がついているので分かりやすい（３人）
　・スクリーンで本文の内容や文法を説明してくれる点
　・読解のポイントとなる部分を書いているところ
　・パワーポイントの使用（５人）
　・英語に慣れていける（６人）
　・日本語訳を表示するところ（３人）
　・たまに歌があるところ（３人）
　・Lesson の Part ごとに予習プリントがある
　・黒板よりも見やすい
　・単語がプリントにまとまっている
　・全文の発音練習
　・リスニング力が上がる（３人）
　・楽しい（３人）
　・歌が歌えるところ（３人）
　・英語に対して身構えるところが減る
　○英語Ⅱの授業のどんな点が改善されるべきだと思い
ますか
第１回
　・power	point の文字が席によって見づらい（２人）
　・本文の解説が少し速いような気がする
　・もう少し進めるスピードを遅くしてほしい（５人）
　・もっと歌をふやすべき（４人）
　・予習プリントにメモできるところをふやしてほしい
　・分かりにくいところがある
　・もう少し文法を丁寧に教えてほしい
第２回
　・進度が速い（６人）
　・もうちょっと日本語で説明してほしい
　・予習が多い
　・メモのスペースがほしい
　・パワーポイントの文字が小さい時がある
　・しゃべっている英語が分からないときがある
表12：調査結果
ア イ ウ エ オ
第１回 2 6 23 0 0
第２回 2 7 23 0 0
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４　意識調査結果からの予想と考査結果との不一致
意識調査の結果を見ると、学習者の９割以上が「英語に
よる授業」を受け入れており、授業内容が難しいと感じて
いる学習者も第１回調査で 29％、第２回調査で 4％と少
数である。授業中の各種活動に対して「取り組めている」
「まあまあ取り組めている」と回答した学習者は 7割を超
えている（第２回調査の「本文要旨活動」のみ６割）。こ
うした結果から、定期考査において、ある程度の成績を取
れるのではないかと予想した（第１回調査は前期中間考査
の２週間前、第２回調査は前期期末考査の１週間前に実施
した）。
しかし、実際の考査結果は、前期中間試験のクラス平均
点が 63.4 点、前期期末試験のクラス平均点が 6. 点と
予想したほどには良くなかった（以下に得点分布表と得点
グラフを示す）。
授業中の活動に対する取り組み意欲の変化（第１回調査
→第２回調査）と得点変化（中間考査→期末考査）の関係
を調査したところ、以下に示す結果が得られた（（＋）＝
点数↑、（－）＝点数↓、（＋）一致＝［意欲↑、点数↑］、
（＋）不一致＝［意欲↓、点数↑］、（－）一致＝［意欲↓、
点数↓］、（－）不一致＝［意欲↑、点数↓］）。
表 4 から表 8 の中で点差が 0 点以上の数値を一つ
の表にまとめたものを以下に示す（９点までは誤差の範囲
内と考える）。
上記の結果から、授業中の言語活動に対して意欲が高
まったと意識していても、テストでの成績が上がるとは限
らないということが判明した。
定期試験は、①ワークブックからの同一問題－穴埋め問
題、並び替え問題、発音・アクセント問題（配点 50点）、
②教科書の本文を用いた問題－総合問題、日本語対訳付の
㪇㪉㪋㪍㪏㪈㪇㪈㪉 䌾㪊㪐 㪋㪇㪄㪋㪐 㪌㪇㪄㪌㪐 㪍㪇㪄㪍㪐 㪎㪇㪄㪎㪐 㪏㪇㪄㪏㪐 㪐㪇䌾 ਛ㑆⠨ᩏᦼᧃ⠨ᩏ
表14：前期成績（（中間考査点数＋期末考査点数）÷２）
80 点以上の学生６人分（１名は点数に変化がなかっ
たため対象除外とした）
（+） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 － 2  ～ 4 － 
5 ～ 9  － 5～ 9 － 2
表19
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
0～ 34 4 2 0 ～ 34 5 5
表15：前期成績 70 点以上 79 点未満の学生６名分
（+） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 2 － ～ 4 － －
5～ 9  － 5～ 9 － －
0～ 4  － 0 ～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9 － 
20 ～ 24 － － 20～ 24  －
表16：前期成績 60 点以上 69 点未満の学生９名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4 －   ～ 4  
5 ～ 9  － 5～ 9  2
0 ～ 4 － － 0～ 4  
表17：前期成績 50 点以上 59 点未満の学生 12 名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4    ～ 4 － 2
5 ～ 9 － － 5～ 9  －
0 ～ 4 － － 0～ 4 － －
5～ 9   5 ～ 9  －
20 ～ 24 － － 20～ 24 － 
25 ～ 29 －  25 ～ 29 － 
30 ～ 34  － 30 ～ 34 － －
表18：前期成績 49 点未満の学生 7名分
（＋） 一 致 不一致 （－） 一 致 不一致
～ 4    ～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9 － 
0 ～ 4 － － 0～ 4 － －
5～ 9 － － 5～ 9  
20 ～ 24  － 20 ～ 24  0
～ 39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90 ～
① 3 8 5  5 7 3
② 6 6 7 0 7 3 3
①＝中間考査　②＝期末考査
表13
4
穴埋め問題（配点 40 点）、そして、③洋楽の歌詞の聞き
取りの問題（配点 0点）から構成されている。試験で出
題した問題を以下に示す。
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資料11－２：平成 24 年度前期中間考査－総合問題（１－２）②
資料12：平成 24 年度前期中間考査－穴埋め問題（対訳省略）②
資料13：平成 24 年度前期期末考査－穴埋め問題①
資料14：平成 24 年度前期期末考査－並び替え問題①
資料15：平成 24 年度前期期末考査－発音・アクセント問題①
資料16：平成 24 年度前期期末考査－リスニング問題③
資料11－１：平成 24 年度前期中間考査－総合問題（１－１）②
①のワークブックから出題される問題は、真面目に［反
復］学習をしていれば点数が取れるため、学習意欲がある
学習者間での点数の差はほとんど見られない。他方、②
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の本文を利用した問題は、本文中のどの箇所が出題される
かを予想して試験勉強をする必要があり、①の問題に較べ
て、より高い「学習者自律性」が要求され、学習者間での
点数の差が大きい（ここで言う「学習者自律性」とは、『何
をどのように学ぶかを自分で決定し、実行結果を自分自身
で評価できる』能力のことを指す）。
中間試験および期末試験を分析したところ、①の問題の
正答率が高いにもかかわらず、②の問題の正答率がかなり
低い学習者（意識調査では積極的な取り組み意識（ア or イ）
や高い活動意欲（ア or イ）を示している）が６割近くも
いた。①の問題がある程度できているということはそれな
りの試験勉強をしていたことの表れであり、それにもかか
わらず、②の問題ができていないというのは、「学習者自
律性」が低いために適切な試験対策ができていなかったか
らではないかと推察される。このことは、学習者の英語力
を向上させるためには、教師は、授業を通して、学習者の
学習意欲と「学習者自律性」の両方を高めていく必要があ
ることを示唆している。
５　まとめ
本稿では、Power	 Point による提示を併用した英語に
よる授業（学習者には本文の日本語訳の宿題を課してい
る）の実践例を示し、この授業形態が、学習者の「聞く」
活動や「読む」活動への積極性や授業中の各種活動への参
加意欲を高めることを意識調査の結果から明らかにした。
さらに、意識調査の結果から予想されるほどには英語の試
験の成績が良くないことを示し、このズレは、学習者に十
分な「学習者自律性」が備わっていないことに起因してい
る可能性があることを指摘した。これを元に、教師は、学
習者の英語力を向上させるためには、授業を通して、学習
者の学習意欲を高めるとともに、「学習者自律性」を養成
する必要があることを主張した。
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